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春
暖
の
候
、市
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、２
月
21
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
市
議
会
２
月
通
常
会
議
で
は
、平
成
30
年
度
予

算
を
中
心
に
、大
き
な
時
代
の
転
換
期
で
あ
る
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、持
続
可
能
で
住
み

続
け
た
い
大
津
を
目
指
し
、総
合
計
画
第
一
期
実
行
計
画
を
着
実
に
実
現
す
る
た
め
の
各

種
施
策
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
い
た
し
ま
し
た
。特
に
、市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
ご
み
処
理
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
た
め
の
ご
み
処
理
施
設
の
改
築
整
備
の
本

格
的
な
着
手
や
、我
が
湖
誠
会
が
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
中
学
校
給
食
に
向
け
た
給
食
共

同
調
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
超
大
型
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
も
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、市
民
生
活
に
直
結
す
る
大
変
重
要
な

課
題
を
引
き
続
き
議
論
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、我
が
湖
誠
会
は
、将
来
に
夢
と
希

望
の
持
て
る
市
民
本
意
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

幹
事
長　

竹
内
　
照
夫

市議会２月通常会議
市
民
セ
ン
タ
ー
の
支
所
機
能
再
編
素
案
に
係
る

市
民
へ
の
広
報
は
、自
治
連
合
会
だ
け
で
な
く

単
位
自
治
会
な
ど
、広
く
丁
寧
な
周
知
が
必
要
で
は

市
長
：
市
民
セ
ン
タ
ー
再
編
に
係
る
背
景
や
見

直
し
の
必
要
性
お
よ
び
将
来
像
、代
替
措
置
な
ど

の
検
討
内
容
に
つ
い
て
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
正
し

く
ご
理
解
い
た
だ
き
、情
報
が
届
く
よ
う
、平
成
30
年
度

に
広
報
お
お
つ
へ
の
掲
載
な
ど
で
広
く
周
知
し
て
い
く
。

　
引
き
続
き
、市
議
会
や
自
治
連
合
会
と
の
議
論
な
ど

を
踏
ま
え
、素
案
を「
よ
り
良
い
案
」へ
ま
と
め
つ
つ
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
改
め
て
検
討
し
、市
民
セ
ン
タ
ー
再
編
移
行

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
方
法

や
内
容
は
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
都
市
経
営
の
た
め
に
は
、市
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
公
共
施
設
の
面
積
削

減
を
行
い
、よ
り
効
率
的
に
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。市
民
セ
ン
タ
ー
を
他
の
公
共
施
設
な
ど

と
共
用
し
、機
能
を
複
合
化
す
る
こ
と
で
施
設
の
維
持

管
理
を
行
う
職
員
の
人
件
費
抑
制
に
つ
な
が
り
、市
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
の
で
は

市
長
：
公
共
施
設
の
施
設
適
正
化
方
針
の
推
進

に
お
い
て
、目
指
す
べ
き
姿
を
念
頭
に
、具
体
的

な
検
討
に
当
た
っ
て
は「
施
設
再
編
」「
他
施
設
集
約
化
」

な
ど
の
観
点
か
ら
取
り
組
み
を
行
う
も
の
で
、施
設
の
複

合
化
や
機
能
の
集
約
化
は
、施
設
の
有
効
面
積
の
効
率

化
や
維
持
管
理
に
要
す
る
人
件
費
を
含
め
た
コ
ス
ト
削

減
な
ど
に
有
効
な
手
段
の
一つ
で
あ
る
。

　
今
後
は
、市
民
セ
ン
タ
ー
、小・中
学
校
な
ど
の
個
別
検

討
を
進
め
、地
域
全
体
の
公
共
施
設
の
整
備
方
針
を
検

討
す
る
中
で
、他
の
施
設
や
用
途
の
複
合
化・
集
約
化
な

ど
の
視
点
で
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

ガ
ス
の
小
売
完
全
自
由
化
に
伴
う
官
民
連
携
出

資
会
社
の
設
立
後
、こ
れ
ま
で
市
内
ガ
ス
事
業

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、安
全
で
安
心
な
市
民
生

活
を
提
供
し
、地
域
の
経
済
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

て
き
た
本
市
出
資
会
社
２
社
の
位
置
付
け
は

市
長
：
２
社
は
こ
れ
ま
で
本
市
の
ガ
ス
事
業
の
推

進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
た
と
認
識

し
て
い
る
。新
会
社
に
よ
る
ガ
ス
の
小
売
を
中
心
と
す
る

事
業
の
実
施
後
も
、引
き
続
き
事
業
発
展
の
た
め
、こ
れ

ま
で
蓄
積
さ
れ
た
技
術
や
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
発

揮
で
き
、新
会
社
と
利
用
者
と
の
関
係
が
よ
り
発
展
的

に
な
る
よ
う
、パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
募
集
時
に
公
表
す
る

「
要
求
水
準
書（
案
）」に「
地
域
貢
献
、地
域
経
済
の
発

展
」を
選
定
項
目
と
し
て
可
能
な
限
り
明
記
し
て
い
く
。

　
安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
た
い
と
願
う
流

域
住
民
が
切
望
す
る
大
戸
川
ダ
ム
の
早
期
建
設

に
対
す
る
市
長
の
思
い
は

市
長
：
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、大
戸
川
流
域
の
市

民
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
、流
域
の
甲
賀
市
、栗
東
市
や
地

元
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
関
係
省
庁
に
直
接
出
向

き
、ダ
ム
の
建
設
と
併
せ
、準
備
工
事
で
あ
る
主
要
地
方

道
大
津
信
楽
線
の
早
期
完
成
、大
戸
川
の
河
川
改
修
、維

持
管
理
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、現
在
、国
や
県
で
は
、大
津
信
楽
線
の
整

備
事
業
や
大
戸
川
の
河
川
改
修
事
業
が
年
次
的
に
進
め

ら
れ
て
お
り
、流
域
の
市
民
の
安
全
と
安
心
に
結
び
つ
い

て
い
る
と
考
え
る
。

　
今
後
も
国
や
県
に
対
し
て
要
望
を
し
て
い
く
。

会派代表質問
湖誠会 竹内照夫幹事長

質
問
項
目

●
市
民
セ
ン
タ
ー
の
支
所
機
能
再
編
素
案
の
周
知

●
市
民
セ
ン
タ
ー
施
設
の
複
合
化
や
集
合
化
に
よ
る
適
切
な
利
用

●
官
民
連
携
出
資
会
社
設
立
後
の
本
市
出
資
会
社
の
位
置
付
け

●
市
長
の
大
戸
川
ダ
ム
の
早
期
建
設
に
対
す
る
思
い

ご
あ
い
さ
つ

前
列
右
よ
り

青
山
三
四
郎
議
員

武
田　

平
吾
議
員

伊
藤　
　

茂
議
員

八
田　

憲
児
議
員

竹
内　

照
夫
議
員

仲
野　

弘
子
議
員

津
田　

新
三
議
員

鷲
見　

達
夫
議
員

北
村　

正
二
議
員

後
列
右
よ
り

川
口　

正
徳
議
員

幸
光　

正
嗣
議
員

桐
田　

真
人
議
員

竹
内　

基
二
議
員

中
野　

治
郎
議
員

近
藤　

眞
弘
議
員

伴　
　

孝
昭
議
員

草
野　

聖
地
議
員
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〜これまでもそしてこれからも
よりよい大津を目指します！

北
き た

村
む ら

 正
し ょ う

二
じ

1
大きな時代の変化は予算をみれば歴然です。大
津市一般会計予算、平成元年度と比べた平成
３０年度の民生費は５．５倍に、土木費は半分以
下に。この社会潮流を受け止め、持続可能なま
ちづくりに努めます。

津
つ

田
だ

 新
し ん

三
ぞ う

新年度がいよいよスタートします。気持ちを新
たに、歴史や文化を活かしたまちづくりを基本と
して、次代に引き継ぐ景観づくりや商工業の振
興などの施策を通じ、より元気なまちづくりの実
現に向け、全力を傾注します。 副幹事長

2

武
た け

田
だ

 平
へ い

吾
ご

監査委員

4
人口の集中するところに社会資本が集中する
結果、人口分布の偏りに拍車がかかる。これら
の現象を修正して、市街化区域と中山間市街化
調整区域のバランスの取れた住み続けたいと
思えるまちづくりに、微力を尽くします。

仲
な か

野
の

 弘
ひ ろ

子
こ

議　長

3
平成30年度は、国道161号の仰木口交差点か
ら東側へ延長540ｍ、幅員14ｍで事業計画を
推進します。そのことにより、通学路の安全と車
両の円滑な通行を確保し、観光駐車場へのアク
セス強化に取り組みます。

八
は っ

田
た

 憲
け ん

児
じ

副議長

6
大津京駅周辺の整備、志賀小学校の体育館整
備などの地域に密着した諸課題に取り組むと共
に、医療・介護の専門職として培った経験を生か
し、市民が生きがいをもって安心して暮らせる
生活の実現に向けて、議員活動に専念します。

中
な か

野
の

 治
じ

郎
ろ う

5
●県道比叡辻日吉線の拡幅整備事業を推進
●坂本地区文化遺産で活性化
●安心の老後は在宅医療・介護連携
●坂本は公と私の文教ゾーン・少子化の今、幼児教育を支
援、歴史文化を活かし住み続けたい地域を目指します。

伴
ば ん

 　 孝
た か

昭
あ き

8
住み続けたい持続可能なまちを目指し、JR大
津駅から琵琶湖湖岸にかけての新たな賑わい
の創出と琵琶湖の自然と歴史・文化を活かした
魅力ある中心市街地の再生に取り組みます。

草
く さ

野
の

 聖
せ い

地
じ

7
地域の皆さんが互いに協力しあって、豊かな生
活がおくれるように、また、子どもたちの笑顔が
ひとつでも多くなるように、地元の議員として出
来ることを精一杯取り組んでまいります。

伊
い

藤
と う

　 茂
し げ る

政調会長

10
助け合い支え合い、誰かに借りたら誰かに返そ
う。自己実現像は「ホッとするおっちゃん」です。
これからも惻隠の情をもって「あなた」に温もり
と安らぎを与えられる人間を目指します。

竹
た け

内
う ち

 照
て る

夫
お

幹事長

9
大津駅や膳所駅周辺は、大津百町や旧街道沿
いの町家などの歴史的建造物や琵琶湖の眺望
によって、多くの観光客を集めています。古都
の魅力を活かし、さらなる人の流れを生み出す
よう取り組んでまいります。

鷲
す

見
み

 達
た つ

夫
お

幹　事

12
少子高齢化に突入し私たちを取り巻く環境は大
変厳しくなっている今この時こそ、皆様とともに
住み続けたい街・住んでよかった街づくりをさら
に進めて参ります。

竹
た け

内
う ち

 基
も と

二
じ

11
私がめざすまちは、交通事故や犯罪から子ど
もやお年寄りを守るまち。災害から住民の命を
守り安心して子どもを育て老いを迎えられるま
ち。歴史文化を大切に、住み続けることに喜び
と誇りを持てるまちです。

幸
こ う

光
み つ

 正
ま さ

嗣
つ ぐ

幹　事

14
取り組んできた瀬田東・青山児童クラブ増築整
備が完成しました。まちづくりは市民の皆さまと
共に進めなければなりません。地域に根ざした
視点で皆さまのお声を形にするべく取り組んで
まいります。

近
こ ん

藤
ど う

 眞
ま さ

弘
ひ ろ

幹　事

13
人口増加が続く瀬田地域の抱える課題はもちろ
ん、人口減少問題を抱える地域の課題解決に向
け、子どもから高齢者まで全ての市民が豊かさ
を実感できる「安全で安心・活気と和（なご）みの
ある大津（まち）づくり」に取り組みます。

川
か わ

口
ぐ ち

 正
ま さ

徳
の り

17
地域防災の観点から大戸川ダムを始め、大津市
南部地域内における国道４２２号や県道等の改
良工事について早期完工を目指し、関係機関へ
要望活動を推進して参ります。

桐
き り

田
た

 真
ま こ と

人

政調会副会長

15
　「日々　真剣勝負」
●犯罪被害者等支援の拡充
●ラグビーワールドカップ2019日本大会
　ナショナルチームキャンプ地の誘致
●「教育先進都市・大津」の推進
●交通弱者・運転免許証自主返納者に対する移動支援の拡充
●「食育」の推進

青
あ お

山
や ま

三
さ ん

四
し

郎
ろ う

16
地形的にも南北に長く自然環境も異なり、市財
政、公共施設管理も厳しい中、まちづくりの方
針・計画はもちろん、将来を見据えた基礎固め
を縦割りではなく行政横断的に、市民と寄り添
い、議会を基軸に実行します。

湖誠会は、市民の皆様と
ともに歩んでいきます。



2
月
通
常
会
議
一
般
質
問
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■
川
西
地
区
自
主
防
災
会
の

　
先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
概
要
】

　
川
西
地
区
は
、新
旧
住
民
が
混
在
す
る
中
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。そ
こ
で
、企
業
や
行
政
か
ら
の
補
助

金
な
ど
を
得
て
、防
災
の
視
点
か
ら
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織「
地
域
づ
く
り
協
議

会
」を
発
足
し
、す
べ
て
の
住
民
が
参
加
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を
模
索
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
自
治
会
加
入
率
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
現
状
が
あ
り
、一
考
す
べ
き
で

あ
る
た
め
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

所
感
　
同
地
区
で
は
、
自
治
会
加
入
促

進
に
向
け
て
独
自
に
ポ
ス
タ
ー
掲

示
や
幟
、
街
宣
車
等
に
よ
る
活
動
を
進
め
ら

れ
て
こ
ら
れ
た
が
、
な
か
な
か
加
入
者
が
増

え
な
い
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
の
中
、
自
主
防

災
活
動
に
力
点
を
置
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
貢
献
活
動
に
積
極
的
な
人
材
発
掘
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　
要
支
援
配
慮
者
の
設
置
や
、
民
生
委
員

と
の
協
調
体
制
の
拡
充
、
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
幼
稚
園
や
小
学
校
の
保
護
者
へ
の
対

応
、
ま
た
、
小
学
校
や
地
域
内
企
業
等
と

の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
な
か
で
、
自
ら
の

安
全
は
自
ら
が
守
る
と
い
う
同
地
区
の
姿
勢

は
、
本
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

に
も
必
要
で
あ
り
、
各
地
域
に
お
い
て
実
現

可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
感
じ
た
。

■
高
松
丸
亀
町
商
店
街

　
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

【
概
要
】

　
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
、郊
外

へ
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
出
店
が
急
速
に
進

み
、商
店
街
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地
の

空
洞
化
は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

大
津
市
の
商
店
街
振
興
に
活
か
す
た
め
、そ

れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
に
特
徴
を
持
た
せ
た
施
設

整
備
を
民
間
主
導
で
進
め
て
い
る
高
松
丸
亀

町
商
店
街
を
訪
問
し
、商
店
街
活
性
化
に
関

す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
行

政
視
察
を
実
施
し
た
。

所
感
　
同
商
店
街
で
は
顧
客
で
あ
る
住

民
を
増
や
す
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、

店
舗
の
上
に
住
居
を
作
る
こ
と
を
前
提
に
土

地
の
所
有
権
と
使
用
権
を
分
離
す
る
手
法

を
取
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
地
権
者
の
出

資
で
作
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
全
て
の

商
店
の
地
権
者
と
定
期
借
地
権
を
結
び
、

そ
の
使
用
権
を
取
得
し
て
建
物
を
整
備
し

所
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
商
店
街
振
興
に
お
い
て
、
一
番
重

要
な
の
は
特
色
や
特
徴
な
ど
現
状
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
た
う
え
で
進
め
る
こ
と
で
あ

り
、
各
商
店
街
に
見
合
っ
た
指
導
や
補
助
の

あ
り
方
を
考
え
、
し
っ
か
り
と
周
知
を
は
か

り
魅
力
あ
る
商
店
街
を
作
れ
る
よ
う
に
進

め
、
今
後
、
新
た
に
形
を
変
え
た
産
業
と
し

て
育
て
て
い
く
こ
と
が
本
市
に
と
っ
て
も
大

変
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

行
政
視
察

近
藤
　
眞
弘
議
員

市
民
セ
ン
タ
ー
再
編
素
案
に
つ
い
て

　
自
治
連
合
会
定
例
会
に
市
民
セ
ン
タ
ー
再
編
素
案
が

提
示
さ
れ
て
以
降
、
今
ま
で
実
施
さ
れ
た
会
議
は
い
ず

れ
も
紛
糾
し
、
そ
の
後
、
一
部
の
学
区
で
は
反
対
署
名

が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
再
編
素
案
は
市

民
に
対
し
て
時
間
を
か
け
、
丁
寧
な
説
明
を
行
な
い
、

十
分
に
納
得
さ
れ
る
中
で
進
め
る
よ
う
、
原
点
に
立
ち

返
り
、
課
題
や
問
題
点
を
精
査
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
民
の
皆
様
に
十
分
な
説
明
が
出
来
て
お
ら

ず
、
正
し
く
ご
理
解
い
た
だ
け
て
い
な
い
と
感
じ

て
お
り
、
正
確
な
情
報
を
広
く
周
知
し
、
理
解
を
求
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

市
議
会
や
自
治
連
合
会
と
協
議
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
、「
素
案
」
か
ら
「
よ
り
良
い
案
」
へ

ま
と
め
て
い
く
。

青
山
三
四
郎
議
員

市
民
セ
ン
タ
ー
再
編
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
庁
内
体

制
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を

　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
自
治
会
を
中
心
と
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
助
・
互
助
機
能
の
強
化
が
一
層
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民
セ
ン
タ
ー
再
編
の

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
単
位
学
区
や
単
位
自
治
会
が
収

集
し
た
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
、
庁
内
に
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
組
織
を
編
成
し
、
市

民
部
と
未
来
ま
ち
づ
く
り
部
が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
機
能
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、庁
内
検
討
委
員
会
で
各
部
局
が
課
題
を
共
有

し
、横
断
的
に
連
携
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。今
後
と
も

地
域
へ
の
影
響
な
ど
を
部
局
間
で
共
有
し
、そ
れ
に
対
応

す
る
施
策
に
つ
い
て
庁
内
が
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

川
口
　
正
徳
議
員

乳
幼
児
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て

　
有
病
率
の
高
い
乳
幼
児
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
、
県
内
の
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
で
、
原
因
食
材
の

入
っ
た
給
食
を
間
違
っ
て
配
膳
し
た
り
す
る
誤
配
や
誤
食

が
発
生
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
大
津
市
に
お
け
る
誤
配

や
誤
食
防
止
策
を
含
め
た
、
対
応
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
誤
配
や
誤
食
防
止
対
策
を
含
め
た
対
応
状
況

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
除
去
食
に
か
か
る
医

師
か
ら
の
指
示
書
に
従
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
調
理
、

配
膳
、
提
供
、
喫
食
を
安
全
か
つ
適
正
に
行
う
た
め
、

保
護
者
と
献
立
に
つ
い
て
の
確
認
を
す
る
な
ど
の
予
防

対
策
を
と
っ
て
お
り
、
今
後
も
保
育
士
に
対
す
る
研
修

を
深
め
て
い
く
。

幸
光
　
正
嗣
議
員

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
創
出
を
見
据
え
た
商
店
街
づ
く

り
に
つ
い
て

　
商
店
街
は
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
買
い
物
の
場
で
あ

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
と
し
て
も
大
切
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域
の
商
機
能
を
担
う
重
要

な
存
在
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
賑
わ
い
の
創
出
や
ま
ち
づ
く
り

と
連
動
す
る
な
ど
、
一
定
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
繋
が
り
を

持
っ
た
商
店
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

　
新
た
に
創
設
す
る
支
援
事
業
で
は
、
商
店

街
自
ら
が
地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
性
化
計

画
に
基
づ
き
、
商
店
街
が
地
域
団
体
等
と
連
携
す
る

事
業
や
、
起
業
や
創
業
を
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
を
重
点

的
に
行
い
、
商
業
地
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
人
と
の
繋
が
り
や
若
い
商
業
者
の
活
躍
を

促
し
、
地
域
商
業
を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
を
進
め
て

い
く
。

桐
田
　
真
人
議
員

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　
免
許
返
納
は
、
返
納
者
や
共
に
暮
ら
す
世
帯
に
と
っ

て
は
、
長
年
、
慣
れ
親
し
ん
だ
マ
イ
カ
ー
の
あ
る
便
利

な
生
活
か
ら
一
変
し
、
日
常
生
活
の
中
で
不
便
や
負
担

を
抱
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
同
時
に
移
動
範
囲
が
制
限
さ
れ
、
生
活
圏
が
狭
ま
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
や
人
と
の
関
わ
り
な
ど
が
希

薄
と
な
り
、
孤
立
化
を
招
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
免
許
返
納
後
に
お
い
て
も
返
納
前
と
同
じ
移
動
環
境

の
確
保
を
図
り
、
高
齢
者
が
自
ら
の
意
思
で
自
由
に
暮

ら
せ
る
た
め
に
、
よ
り
自
家
用
車
に
近
い
利
便
性
を
備

え
る
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
に
対
す
る
料
金
の
助
成
制

度
の
創
設
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
他
都
市
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
、効
果
等
の

実
態
を
調
査
し
、研
究
を
行
う
。ま
た
市
内
に
お

け
る
自
主
返
納
者
が
求
め
る
支
援
等
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
る
。

伊
藤
　
　
茂
議
員

在
宅
重
度
障
害
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
券
等
の

支
給
廃
止
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
市
民
税
の
課
税
世
帯
に
つ
い

て
は
支
給
が
廃
止
に
む
か
い
減
額
さ
れ
る
が
、
本
市
の

補
助
が
近
隣
県
の
自
治
体
と
比
較
し
て
、
突
出
し
て
い

な
い
現
状
を
踏
ま
え
て
、
支
給
廃
止
に
つ
い
て
考
え
直

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
意
見
を
伺
う
。

　
重
度
の
障
害
者
の
方
、自
力
で
移
動
が
困
難
な

方
、視
覚
障
害
の
方
、知
的
障
害
の
方
に
つ
い
て
、

本
市
で
も
移
動
支
援
事
業
で
送
迎
を
行
っ
て
お
り
、支
所

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
含
め
、移
動
は
可
能
で
あ
り
、特
に
、本

市
は
車
で
の
送
迎
を
実
施
し
て
い
る
数
少
な
い
市
町
で
あ

り
送
迎
も
可
能
で
あ
る
。

草
野
　
聖
地
議
員

命
名
権
の
販
売
と
事
業
視
点
で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
広
告
代
理
店
を
活
用
し
た
命
名
権
の
販
売
に
つ
い
て
、

ま
た
地
域
の
特
徴
や
、
周
辺
環
境
と
整
合
を
取
っ
た
総

合
的
な
計
画
を
も
と
に
、
民
間
を
活
用
し
た
事
業
視
点

で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

　
命
名
権
の
販
売
は
、
今
後
は
他
市
の
事
例
や

広
告
代
理
店
の
意
見
も
参
考
に
進
め
る
。
ま
た
、

皇
子
が
丘
公
園
周
辺
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と
、

文
教
施
設
が
集
約
さ
れ
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
環
境
も
整
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
に
よ
る
事
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

高
い
環
境
に
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
各
施
設
の
維
持

管
理
・
運
営
の
見
直
し
を
検
討
す
る
際
に
は
、
財
政
へ

の
負
担
軽
減
や
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
踏
ま
え
た
視
点

で
民
間
活
用
の
検
討
を
進
め
る
。

伴
　
　
孝
昭
議
員

琵
琶
湖
疏
水
通
船
本
格
運
行
に
伴
う
、
新
た
な
観
光
振

興
と
広
域
的
な
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
こ
の
機
会
に
、
琵
琶
湖
疏
水
沿
線
魅
力
創
造
協
議
会

の
委
員
で
も
あ
り
ま
す
隣
接
の
京
都
市
山
科
区
と
も
、

琵
琶
湖
疏
水
通
船
事
業
だ
け
で
な
く
、
旧
東
海
道
の
連

携
協
議
や
観
光
振
興
に
伴
う
諸
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も

連
携
が
必
要
と
考
え
る
が
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
疏
水
沿
線
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、隣
接
す
る

山
科
区
と
の
連
携
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。ま
ず
は
、4
月
に
、山
科
区
と
情
報
共
有
を
図

り
疏
水
本
格
通
船
記
念
と
し
て
、蹴
上
か
ら
山
科
そ
し
て

大
津
ま
で
の
琵
琶
湖
疏
水
の
桜
を
堪
能
す
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。今
後
は
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
や
旧
東
海
道
、疏
水
通
船
と
い
っ
た
様
々
な
観
光
素
材

を
活
か
し
た
事
業
に
つ
い
て
さ
ら
に
京
都
市
山
科
区
と

連
携
し
て
い
く
。

質
問
、
答
弁
は一
部
抜
粋
で
す
。

詳
し
く
は
大
津
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

会派
活動



人件費
18.7％ 扶助費

28.8％

公債費
10.3％

物件費
14.8％

維持補修費 1.3％
補助費等 4.8％

特別会計繰出金 9.5％
企業会計繰出金 0.7％

普通建設事業費補助 8.2％

普通建設事業費単独 2.7％
災害復旧事業費 0.1％

予備費 0.1％

※金額は一般会計の歳出額
を平成30年3月1日現在の
人口342,338人で割り戻
した額
※表中の％は歳出全体に占め
る割合

これからも市の財政に
注目してね！

民生費
44.1％

高齢者、障害者、子ども・子育ての支援などに

139,202円

土木費
5.9％

道路、公園、公営住宅の管理などに

18,773円

公債費
10.3％

借りたお金の返済に

32,395円

消防費
2.4％

消防や救急業務などに

7,734円
その他
2.1％

産業・観光の振興などに

6,575円

・雇用情勢の改善に伴い労
働者数等で増加傾向が見
られるが、市税全体として
横ばい
・市債は、発行抑制に努めた
ものの、ごみ処理施設整備
費により、増加

歳 入 解 説

市債7.4%

地方交付税
8.5%

国庫支出金
17.4%

県支出金 6.7%

その他 2.0%

地方消費税交付金5.3%

その他 0.2%
諸収入 0.8%
繰入金 1.0%

使用料及び手数料 3.4%
分担金及び負担金 1.6%

市税　45.7%

市民一人当たりの予算額315,679円は
こんなふうに使われます

教育費
8.4％

学校の管理運営や教育施設整備などに

26,385円

衛生費
15.5％

ごみ、し尿の処理や健康推進などに

49,002円
総務費
11.3％

企画、市民協働、防災対策などに

35,613円

平
成
30
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

歳 出 解 説
・子ども・子育て支援施策の充実、
高齢者福祉施策の進展等に伴
う社会保障関連経費（扶助費）
が高い水準
・投資的経費は、ごみ処理施設整
備費が大きく増加
・行政改革プラン2017に基づき、
経常的な経費を中心に歳出を適
正化

平成30年度予算 （対前年度当初比）

※ 企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計

一般会計
1,080億6,904万8千円

（6.8％）

特別会計（10会計）

687億7,241万5千円
（△4.6％）

企業会計（3会計）

455億9,702万5千円 
（5.6％）

合　計
2,224億3,848万8千円

（2.8％）

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、平
成
30
年
度
予
算
は
、市
民
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な
る

効
率
的
な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
、健
全
な
都
市
経
営
に
向
け
た
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の

推
進
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
、教
育

⃝

民
間
保
育
施
設
整
備
補
助
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
億
４
，２
９
０
万
円

⃝

保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業（
病
児
保
育・一時
預
か
り
）
………
…
…
…
…
１
億
３
，０
０
２
万
円

⃝

児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，８
９
０
万
円

⃝

子
ど
も
医
療
費
助
成
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４
億
５
１
７
万
円

⃝

教
育
環
境
の
充
実
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
億
１
，２
９
９
万
円

　
〈
中
学
校
給
食
導
入
準
備（
中
学
校
配
膳
室
等
整
備
、東
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
整
備
運
営
）、

　
瀬
田
北
小
学
校
校
舎
増
築
ほ
か
〉

⃝

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
事
業（
総
合
相
談
窓
口
等
）
……
…
…
…
…
…
…
6
５
８
万
円

高
齢
者

⃝

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備（
唐
崎
）
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
，０
０
０
万
円

⃝

認
知
症
施
策
推
進（
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
ほ
か
）
……
…
…
…
…
…
…
…
２
，６
６
０
万
円

⃝

膳
所
第
二
あ
ん
し
ん
長
寿
相
談
所（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
開
設（
平
成
30
年
7
月
～
）
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
，５
０
０
万
円

⃝

在
宅
医
療・介
護
連
携
の
推
進
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，５
８
９
万
円

⃝

介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
推
進
………
…
…
…
…
…
１
，０
２
３
万
円

　
（
生
活
援
助
特
化
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
、介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
）

都
市
基
盤
整
備

⃝

堅
田
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
億
４
，６
０
０
万
円

⃝

大
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
７
，７
６
２
万
円

⃝

地
域
幹
線
道
路
整
備（
和
邇
駅
前
広
場・市
道
幹
２
０
２
８
号
線
）……
…
９
，３
８
１
万
円

⃝

都
市
計
画
道
路
整
備（
３・４・９
号
、３・４・46
号
）……
…
…
…
１
億
９
３
１
万
円

⃝

市
道
橋
長
寿
命
化
推
進
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
７
，５
８
４
万
円

⃝

市
道
維
持
修
繕
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
億
３
，５
０
０
万
円

⃝

地
域
の
公
共
交
通
維
持
活
性
化
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
，８
３
５
万
円

観
光
振
興

⃝

観
光
交
流
推
進（
琵
琶
湖
疏
水
通
船
復
活
事
業
等
）……
…
…
…
…
５
，２
６
２
万
円

⃝

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
国
際
観
光
推
進
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
，９
４
２
万
円

廃
棄
物
適
正
処
理

⃝

ご
み
処
理
施
設
整
備（
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー・北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）…７
３
億
３
，２
３
２
万
円

⃝

ご
み
出
し
支
援
戸
別
収
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
７
２
万
円

⃝

環
境
美
化
推
進（
水
草
等
除
去
の
推
進
）
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
０
０
万
円

行
財
政
改
革

⃝

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
，３
６
０
万
円

⃝

民
間
活
用
検
討
事
業
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
８
０
万
円

そ
の
他

⃝

地
産
地
消
推
進
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
１
０
万
円

⃝

空
家
等
対
策
事
業
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
３
５
万
円

⃝

障
害
者
支
援
施
設
整
備
補
助
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
，５
２
１
万
円

⃝

市
制
１
２
０
周
年
記
念
関
連
事
業（
歴
史
博
物
館
企
画
展
ほ
か
）
………
…
１
４
５
万
円

主
な
事
業
内
容

一般行政経費31.1％

一般会計歳出予算額

投資的経費11.0％

義務的経費57.8％

予備費0.1％

一般会計歳入予算額

自主財源52.7％

大津市の財政って
大丈夫なの？
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平
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平
成
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平
成
30
年

一般会計の市債（借入金）現在高の推移

総　額	1,188億8,711万4,000円
市民一人当たり	 347,280円

平成30年度末
市債残高
見込額

●
平
成
30
年
度
の
予
算
が
市
議
会
２
月
通
常
会
議
及
び
３
月
特
別
会
議
に

お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
政
府
の
経
済
対
策
を
受
け
て
、雇
用
情
勢
、個
人
消
費
と
も
に
緩
や
か
に
改
善
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、こ
の
好
循
環
が
地
域
経
済
に
ま
で
及
び
、よ
り
確
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。	

　
引
き
続
き
、高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
、社
会
保
障
費
の
拡
充
と
と
も
に
、ま
ち
に
賑
わ
い

と
潤
い
を
与
え
る
産
業
振
興
や
公
共
投
資
な
ど
、バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
、適
切
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、湖
誠
会
と
し
て
、人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、政
策
提
言
し
て
き
た
各

種
施
策
の
う
ち
、子
ど
も・
子
育
て
施
策
や
高
齢
者
施
策
の
充
実
、中
学
校
給
食
導
入
に
向
け

た
各
中
学
校
の
配
膳
室
等
の
整
備
、企
業
の
立
地
促
進
、観
光
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
経
済

振
興
策
、さ
ら
に
は
、堅
田
駅
西
口
及
び
大
津
駅
西
地
区
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
や
、道
路・橋

り
ょ
う
の
保
全
に
加
え
、快
適
な
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
廃
棄
物（
ご
み
）の
適
正
処
理
に
向

け
た
施
設
の
改
築
更
新
事
業
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
な
ど
、市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
重
視

し
た
取
組
み
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、持
続
可
能
な
都
市
経
営
に
向
け
た
行
財
政
改
革
も
継
続
し
て
進
め
ら
れ
、今
後
も
、

議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、執
行
機
関
に
対
す
る
積
極
的
な
政
策
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、大

津
市
議
会
独
自
の
仕
組
み
で
あ
る「
議
会
に
お
け
る
行
政
評
価
」な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
提
言

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。	

依存財源47.3％

大
津
市
の

「
借
金
」っ
て

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
な
？




